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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

本論文は、大気中の二酸化炭素を高効率で経済的に回収固定する技術として藻類の人工
培養に着目し、培養速度の予測モデルを新たに提案するとともに、培養後の食品として
の藻類の需要性を調査したものである。また、高濃度で回収された二酸化炭素を使用し
た場合の最適培養条件も明らかにしている。さらに藻類と金属イオンで構成される複合
材を水中の有害金属の吸着剤として使用する水質浄化技術を対象に、吸着速度予測モデ
ルを開発してプラント設計に有用な知見を提示したものであり、機械工学上価値ある業
績として、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 


